
















【要約】 

高血圧の家族歴、体格、季節などの因子が、乳幼児の血圧に及ぼす影響について検討し、

以下の結果を得た。(1)高血圧の家族歴を濃厚に有するものでは、既に乳幼児期より血圧が

高めであった。(2)身体発育に伴い血圧は上昇する。リヴァロッチ型水銀血圧計による測定

値がダイナマップ型自動血圧計のそれより、身体発育の影響を強く受ける傾向を認め、特

に収縮期圧に著しかった。肥満度が 15%以上のものでは血圧は高めに測定された。(3)冬季

の血圧が夏季より高値であった。 


